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要旨 

 小学校における外国語の教科化によって「読むこと」、「書くこと」が加わり、アルファベットの音声や文字の認識の

習得が重要とされる。しかし、英語教育においてオーラシーからリテラシー教育への円滑な移行が行われていない。現状

では読み書きに躓く児童が少なくなく、特に文字の音韻意識やフォニックスの指導に課題が見られる。本稿は現在、小学

校における英語リテラシーの実態を考察し、外国語活動および外国語における指導のあり方を検討する。英語指導の初期

段階においての文字の音韻意識とその指導を細かく、徹底的に行う必要がある。その上、フォニックスの指導においても

文字の音素に確実に慣れ親しんだ状況で指導を行うことを考察している。英語リテラシーの指導には英国のジョリーフォ

ニックスや英語と他の教科を連帯する横断的教育の取り組みも検討する。 

キーワード：英語リテラシー，ESL，小学校外国語活動，外国語，教科横断的指導， 

１．はじめに 

 日本におけるグローバル化により、海外進出の必要性や国内社内での英語の普及により、ますます英語を使う状況がこ

れまでにないくらい進んできている。これらの課題に対して、英語教育のあり方においては小中高教育レベルで，英語力

の向上のために様々な見直しがなされ、改善にむけてこれまでに試行錯誤が続けられてきた。英語４技能の内、近年，よ

くとりあげられるのはリスニングやスピーキングの力，つまり英語オーラシーである。そのためスピーキングによる会話

のやり取りなどを中心に様々な指導法が取り上げられ，塾などで英会話教室も普及してきた。 

新学習指導要領が示され、2020年に小学校英語が教科化される。「外国語活動」と「外国語」に向けて小学校での英語

教育の取り組みが本格的に増加している傾向にある。新学習指導要領において外国語と外国語活動の大きな違いは「読む

こと」「書くこと」が目標に加わったことである（文部科学省，2017）。  

 しかし，英語リテラシー（読む・書く）に関しては特に公立学校での取り組みがまだ乏しく、また実践されている指導

法はこれから発展する余地がまだまだある。現在これらの課題が高学年に繰り越され、中学校では初期から英語の読み書

きに躓く子どもが出てくると考えられる。そのため、高校生になってもアルファベットをまともに書けない学生が多くい

ると考えられる。これまで5・6年生の「外国語活動」では、「低意欲・高不安」な気持ちを抱いている児童が両学年にお
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いて38％存在していることが報告されている（横石・北條，2013）。小学校では今後、これらの課題に対しての新たな指導

法が期待されている。 

 外国語教育においては第二言語習得の方法と課程を理解することは不可欠と言われている。しかし、その知識の普及が

モノリンガルを背景とする日本と多言語で多民族な背景のアメリカやフランスなどの国では大きな差ができている。 

 本研究として英語リテラシーに関しての実態を調べ，現在どのような取り組みが行われているのかを探りたい。また，

今後どような取り組みが必要かを考察することを目的にする。 

2．学習初期においての外国語の指導の実態 

 ３・4年生（多くの小学校では1年生から）から外国語活動の時間として英語を楽しく慣れ親しむ活動が行われている。

教科書と補助教材（ワークシートなど）を中心にアルファベットの紹介や英語の語彙が導入される。また、ICTを使いなが

ら、指定されたデジタル教科書のメディアやユーチューブを使って、英語のABCソングや様々なチャンツを使い、インタラ

クティブな授業が行われている。英語の音や文字になれさせ，正しく「読み書き」ができる目的としてフォニックスの指

導も普及している。アルファベットの音に慣れさせるためには音素を認識する必要がり、アルファベットの音は文字の

数、つまり２６の種類の音と捉えるのではなく、実際にもっと多くの音が含まれることの理解が必要とされる。フォニッ

クスには、ホール・ランゲッジ（Whole Language）の流れを汲む「全体から個」を重視したアナリティック・フォニックス

（analytic phonics）と、「個から全体」へと音素の統合（synthesize）を意識させるアプローチを取るシンセ ティック・フ

ォニックスなどがある。両者の違いは、単語指導へのアプローチの違いであると 言える。アナリティック・フォニックス

は文脈の中で出てくる単語についての意味を理解した 上で、その単語の音（どう発音するか）を推測し、単語に含まれる

音や文字のパターンに 自ら気づくよう促されている（村上，2015）。画像１にあるようにビデオと音声を使ってアルファ

ベットの文字の様々な音を歌で学習させている。 

画像１ ABC Phonics Song（ユーチューブから） 
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 村上（2015）はこれまで、英語習得の初期的段階においては特に音韻意識、フォニックスなどの指導が十分に行われてい

ないと指摘し、結果的に高学年においては読み書きのパフォーマンスに影響すると指摘している。そのため英語の音韻習

得は，教員の指導と学習者個人の適性に大きく委ねられている状態である。 

3. リテラシー教育の課題

 リテラシーの指導をする上で、フォニックスはアルファベットの文字と音声に慣れさせることから始まる。外国語活動

の期間中に、音素認識や文字の音と形に慣れさせる活動としてチャンツなどの音声練習が行われている。また文字に気付

かせるためには、身の回りの英語の言葉を認識させる活動があり，藤城（2018）は「英語の文字に慣れ親しむ活動」とし

て，コンビニエンスストア，飲食店など児童が良く知っていると思われるロゴを活用した「ロゴクイズ」を実践した。日

常生活の中で目にすることの多い英語とアルファベットの文字を認識させ，英語への興味・関心を引き出すことを可能に

することで「書くこと」の指導の土台となる取り組みやすい活動である。 

また，高橋・柳（2017）は教科化される高学年の英語教育では，子ども達に文字を意識させながら音声を十分聞かせた後

に，文字を導入することや彼らの日常生活やこれまでの経験を活かした内容で「読むこと」，「書くこと」の指導をする

ことが大切である、と述べている。現在，文字の導入の取り組みが地域と学校によって異なり，文字指導の導入時期には

児童の好奇心や文字をどれだけ認識しているかで異なるため、課題となっている。文字指導の時期が早すぎたり遅かった

りすると好奇心・関心に影響し，「読むこと」「書くこと」への躓きに繋がってしまう可能性があると考えられる。その

ためカリキュラム・マネジメントによりCAN-DOリストの流れを調整する必要がある。 

 多民族で多言語の背景があるヨーロッパでは第二言語習得の研究が進んでおり、リテラシー教育においては英語の初期

指導の重要性に焦点をおいて読み書きの指導ための様々な研究が行われている。児童が英語を読解するまでに図2のような

リテラシーの発達概念を理解する必要がある。例えば、英国での読み書き教育に関しての研究ではMorrison（2019）は、読

解できるまでの段階を図１のように位置付けている。その中では音韻意識，フォニックス，文字意識が土台になっている

ことが分かる。 

図1「リテラシーの発達の概念図」（村上，2015・参考Morrison,2009）
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4．英国におけるフォニックス指導 

 英国では児童の認知発達に沿った読み書きの指導が行われており，ディスレクシアで文字と音の対応に困難を抱える生

徒の実態にも備えて，読み書きに必要とされる「聞く力」を幼児期から育て，フォニックス指導へ接続する流れが重視さ

れている（村上，2015）。 

近年日本でもフォニックス指導のために導入され始めているのはジョリーフォニックスである。 

 ジョリーフォニックス（Jolly Phonics）とは、Jolly Learning社（日本は東京書籍）より出版されている読み書きを習得す

るための教材である。ジョリーフォニックスは、文字と音を教えるシンセティックフォニックス法を用いている。こども

たちは、読み書きをするために文字の音をどのように使うかを学ぶ。 

ジョリーフォニックスの特徴として、絵本感覚でアルファベットの音声の導入から始まり、フォニックスへと発展する

ことが挙げられる。指導する課程では文字を絵だけでなくTPR法を用い、体や手を使って非言語コミュニケーションを取り

入れた指導を取り入れ、児童の好奇心を引き出す効果のある多感覚な指導法である。画像２にあるように文字の「S」の音

韻を紹介し，蛇の形と蛇の音を連想させて”snake”の発音へとつなげる。また同じページには同じ文字で始まるその他の

動物”snail”や登場人物の”Sam”などを含め物語感覚で子どもの関心を引き出すフォニックス指導が行われている。 

画像２ ジョリーフォニックスの指導をする教師（kayokoyamashita.com) 

5. 教科横断的指導におけるPartial CLIL

英語が必要とされる社会の現状により、英語が必須化されてきている。国内企業でも現在社内では英語をツールとして

利用している。公立学校では、英語は英語の時間や受験の時間以外に必要とされることはほとんどない。そのため英語を

必要と感じる児童・生徒の価値観は様々である。将来、留学する計画のある子どもや英会話教室に通っている子どもとそ

うでない子どもとの意識の違いは大きく異なっていることは否めない。また、英語教育に積極的に取り組んでいる地域や

学校によって，学内の英語の表示、放送など、英語の環境が整っている学校とそうでない学校が多くあることも著者は視

察してきた。近年，このような英語に特化した学校では、英語と他の教科を絡める指導，つまり教科横断的指導が実施さ

れている。 

例えば、英語の時間で教科書の内容以外に算数や理科の語彙を導入し，英語の数字を使って英語で足し算や引き算の算
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数問題を子どもに与える活動がある。このような取り組みが内容言語統合型学習,CLIL（Content and Language Integrated 

Learning)で、英語を第二言語としている多くのヨーロッパの国で実践されている。北條（2017）がCLILを取り入れた実践

授業をまとめたものが以下の表である。 

 

表１ 他教科の内容を取り入れたCLIL型の実践授業（北條,2017) 

 
 

6. 情報リテラシーにおける英語の読み書き 

 教材の電子版が既に教室で使用されるようになり、パソコンやタブレットの扱いに教員も児童も慣れ始めている。キー

ボードで文字入力する操作が今ではパソコン以外にタブレットやスマートフォンでも行われ、ローマ字入力についての基
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本操作が普及している。アルファベットのキーボード入力は情報リテラシーの大事なスキルであり、今後キーボードの操

作でエッセイの作成以外にデータの作成やプログラミング教育でも必要になってくると言われている。画像3のようにパソ

コンを使って、アルファベットの入力ができ、音声とともにゲーム感覚で文字に慣れ親しむ活動が可能である。鉛筆を持

ち、ノートに書く作業は尊重しながら補助活動として行えば、情報リテラシーとの横断的教育の実践に繋がる。 

 

画像3 子ども用のアルファベットの入力活動事例(typingclub.com) 

 

高学年でアルファベットがよりスムーズに書けるようになれば、今度は文章を書いたり、メールを書いたりする活動も

期待できる。実際に英語の文章を使ってSNSで海外の人と連絡をとったり、授業内・外で英語のブログで生徒同士が英語で

メッセージを送り合ったりする活動も実践されている。 

 

7．おわりに 

小学校における英語教育においてオーラシーからリテラシー教育への移行には課題があり、今はまだスムーズに統合で

きる状況ではない。小学校教員の負担がますます増える中、教員の英語の指導力によって授業が適切に行われるかが問わ

れている。本稿では、リテラシーの土台である音韻認識やフォニックスの指導は日本人教員とALTの力を合わせなければな

らない。そのため、理論だけでなく、実践においても研修を重ね、連携の整った体制で指導や研究授業も必要である。 

 今後、英語の必要性は子どもだけでなく学校全体で抱えなければならない課題であるため、学校全体で英語に対しての

環境作り、カリキュラム・マネジメントで横断的な教育に取り組むことが必要であると考えられる。  
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